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開設の⽬的・概要　等

パーキンソン病 (PD) は中脳⿊質ドパミン神経細胞の変性により引き起こされる運動障害を主症状とする神経変性疾患である．⾼齢者の約1%が発症する⾼頻度の疾患だが，
未だ有効な根治薬の開発には⾄っていない．
⼀⽅，オートファジーは損傷したオルガネラや不要なタンパク質の分解・再利⽤を介して細胞の恒常性維持に重要な役割を果たすが，神経変性疾患などの様々な疾患において
オートファジ―機能が低下していることが報告されている．したがって，オートファジーを活性化させる化合物はPDをはじめとする種々の神経変性疾患の治療に有⽤であると考えら
れる．そこで，オートファジー調節化合物を開発し，PD治療薬への展開を⽬的とする


